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事業番号 B1501-2

実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業 　

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 子ども家庭総合支援拠点事業 担当部 こども未来部

事業期間 令和２年度 ～ 令和６年度以降 担当課
子育て世代包括

支援センター

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

15
展開
方向

1 担当係 こども家庭係

目 1 大 1 中 60予算区分 一般会計 款 3 項 3

対象
（何･誰を対象

に）

妊娠期から子育て期（１８歳未満の児童）までにわたる子育て世代

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

〇拠点設置に伴い、家庭児童相談員、児童虐待専門員、社会福祉士を配
置し、相談支援、虐待ケースに早期対応している。

　
令和３年度決算額
　　1節　報酬：7,440千円
　　3節　期末手当：1,518千円
　　4節　社会保険料：1,287千円
　　8節　費用弁償：429千円

令和４年度当初予算
　　1節　報酬：7,492千円
　　3節　期末手当：1,529千円
　　4節　社会保険料：1,639千円
　　8節　費用弁償：505千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

児童福祉法第１０の２ 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

〇令和２年４月より子育て世代包括支援センター内に設置。子育てや児童
虐待など子ども家庭に関する相談、支援を必要としている子どもやその世
帯等への訪問、見守りなど様々な支援策から適切なサービス提供など、き
め細やかな対応を継続的に行う。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源

計（A） 0 0 0 0

その他

予算額

対前年比 ― ― ― ―

3
その他職員（時給×時間） 9,949 10,674

正規職員（平均賃金） 0 0 7,486 7,486

正規職員 1 1

その他職員 3

事業費合計（C＝A＋B） 0 0 17,435 18,160

計（B） 0 0 17,435 18,160

人
件
費
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（３）業績

単位

1 件

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 15 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
児童虐待の認知件数 - 250 255 275 359

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

382 413

R4

成
果
指
標

要対協における要保護
児童新規件数 人

- - - -

人
- - - -

活
動
指
標

要対協における要保護
児童継続件数 人

- - - -

1,473 1,210

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 - - - -

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 - - - -

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

令和３年度は、家庭児童相談員２名、虐待対応専門員１名及び社会福祉士１名
で拠点を運営し、相談や助言指導を行い、児童虐待の早期発見・対応により新
規虐待案件は増加した。また、同理由により継続件数は減少し、終結案件は増
加した。引き続き、児童虐待の早期発見・対応に努める。

今後の実
施内容

今後も引き続き児童虐待防止に関するPRや啓発活動に努め、また関係各機関
との連携を図りながら虐待対応を図っていく。また、ヤングケアラーの早期発見・
支援制度の検討や利用者支援事業との連携強化も実施していく。

事務事業評
価による額
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